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なっちゃんは、おくの
の しょうがくせい。
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あるひのこと。なっち
ゃんは、まえにしらべた
こみんかかふぇが、どう
なったか？きになった。
でも、どうしていいか

わからなかった。



- 4 -

こまったなっちゃん、
ものをよーくしっている
おじいちゃんに きいて
みた。
すると

「ん～、こみんかかふぇ
か。たしか里山カフェあ

さ と や ま

さざとして、かいてんした
ときいたが・・・。くわしい
ことは、ながぬまさんにきい
てみるか。
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さっそく、ながぬまさ
んのいえに いって、き
いてみた。すると、
「こみんかかふぇのなま
えは、里山カフェあさざ

さ と や ま

というんだよ。いっしょ
にいってみるか？」
こうして、３にんでい

くことになった。

あれあれ、これはおもしろそうと、な

ぜなぜくんが、もりからあそびにきたよ。

どこかな？
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なっちゃんと おじい
ちゃんは、りんごえんを
とおりこし、みぎへ み
ぎへとまがると、こうさ
んれいじんじゃ（皇産霊神社）が、
あった。
どう かわっているか

・・・。
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と いいじまさん。

どうして、ここに！？
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「うこっけいが、たぬきやい
のししにたべられないの？」
ふしぎにおもってきくと
「うまややぎがいると、おそ
ってこないんだよ」
だから、とりごやもかんた

んなものでいいんだ。
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そして、ビオトープにいって

あぶやかなどが、いなーい。
どうしてかというと・・・

ビオトープうまれのとんぼ
があぶやかなどをたべてくれ
るという。
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うまのうんちの においも
しないわ」

「つちのなかのいきもの（びせ

いぶつ）が、しょりしてくれて
いるんだよ」

またまた、
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さきにつくったうまごやにや
ぎが、

あれあれ、そこに
うこっけいがやってきて
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やぎは、３とういるん
だが、しょくじのとき、
みていると、おもしろい
んだ。なんと じゅんば
んが、きまっているんだ
よ。
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また、里山カフェあさ
さ と や ま

ざにもどると、こんなも
のが？

なんだかわかるかな・
・・？

ごえもんぶろだ！
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これは、なーに？

かまどだよ。
ここで、ごはんをたい

たり、みそしるをつくっ
たりするんだ。

やってみたい！
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これなんだかわかるかな？
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ってなに？

「きったたけを このなかで
もやすと、おふろをわかすこ
とができるんだ。とってもべ
んりなんだよ」
と おしえてくれた。
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のことをきくと、
そとにでて はなしてくれ
た。まえにとったしゃしんが、これだ。
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さかをおりると、
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ほたるも、ちらほら

と いいじまさん。
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きっさしつにもどって、
うえをみたら、こんなも
のが。

らんま（欄間）だ！（となりのへや

には、おおきなかみだなもあった）
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たまにいべんとも。き
ょうは、ぎたーのえんそ
うだ。えんそうしゃは、
しまだうまれのおじいち
ゃん。どうきゅうせいや
ちかくのひとが、あつま
って、さあ、はじまりだ。
ねいろにききほれている
と

まどのそとからおとが
した。
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かえりぎわにいいじま
さんが、あつくかたって
くれた。

「たくさんのひとが、か
ふぇで、かたりあったり、
うまややぎなどのどうぶ
つやしぜんとふれあった
りできるそんなばしょに
したいんですよ」

と。
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「また、こよーっと」
やっぱり、たくさんの

ひとがかたらい、あそべ
る里山カフェあさざは、

さ と や ま

おくののたからものなん
だね。
さて、こんどは、なにをし

らべようかな？
あれあれ？「すごーく、たのしかった」と なぜな

ぜくん。つぎのひみつをもとめてスキップしながら

かえっていった。


